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精神言語弱児にたいする医学 ・保健的対策としては，第ーにその発生防止があけ'られる。すなわち明
らかに遺伝性と目されるものについては後生結婚的処置によってその発生を防止する ζ とが可能であ
り，また母性衛生の徹底により妊娠中の発生原因が除去され得る。次にある種のものについては生後
早期発見・早期治療により正常児とする乙とができる。たとえば Phenylketonuria，Maple syrup 
urine disease， Galaktosemie， Idiopatic early infant hypoglykaemie， Farniliaere renale diabetes 
insipidus等々である。併しながら乙のようなものも極く早期に治療を開始しなかったならば，その
治療効泉は期待できなし、。学童にまで成長した ものについては，現在残念ながら根本的治療法はない
ようである。併しながら幾分でもその知的成熟， 学習能力，社会適応能力を向上させようとする試み
がなされ，従来は全く教育的手段にのみよっていたのであるが，数年来種々の薬物が用いられるよう
になってきた。 ζの最も初めに用いられたのは Hormone剤(Thyroxin，Pituitary-thyroid)である
が1)，次いで Vitamine剤剖， Glutamic acid羽と次々に試みられるようになった。特殊な疾患た
とえば甲状腺機能障害に対する Thyroxin，Vitamine D欠乏に対する V.D投与などまた癒摘発作を
持つものに対する抗縮欄剤などの効果については今さらいうまでもないが， その他のもの特に病理不
明のものに対してはまったく対症療法的に用いられるに過ぎず，その効果については決定的な結論を
得るまでには到っていない。それで私達は各種 Vitamine綜合剤，脳7.1<解物，rァミノ酪酸の三種の
薬物について動物を用いて学習笑験を行ない，その効果の基本的研究を試みた。 その結果は前編"に
おいて述べたどとく再学習において明らかにその効果を認めるζとができた。それで乙の三種の薬物
を精薄児童に与えたのであるが，本編ではその臨床経験について述べる。
対象並に方法
対象児童は堺市立益護学校分校に在籍している児童で， 日々元気に家庭よりパス通学している。そ
の年令的，性別分類は表1のどとくである。乙れらの児童のうち皮膚が懸粗で艶の乏しい児童7名に
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第1表 対 象 児 重絵、合 Vitamine剤，落付きの
ない児童12名iζ脳水解物を，活
気のない児童7名に Tアミノ酪
酸を昭和37年5月より38年2月
まで10カ月間内服させた。内服
薬物の内容並に 1日量は表2の
ごと くである。
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観察項目は作業能力としてネ
ジ組立作業量，身体発育状態並
びに担任教師による観察を参考
として情緒面，社会性について
であり，それらの変化の状態を
追求した。
第2表 投与薬物 1 日量
Vitamine綜合剤
V.A 5，000 I.U. 
Bl 30 mg 
B2 10 mg 
B6 5 mg 
B12 10 r 
C 200 mg 
D 1，5∞I.u. 
脳水解物
r-アミノ酪酸
結果並びに考察
1. ネジ組立作業 との作業は自転車部品のー小部分の
組立作業で図のごとく 4工程よりなり，毎学期4日間，午
前の同時刻lζ15分間課してその作業量の平均をとった。小
学生でI.Q.75以下のものの最高作業量は109で，中学生では
130であった。また小学6年生で，最も精神発達遅延の軽度
の者18名の平均はI学期61.4， 1学期59目7，][学期68.4で
1回の最低26，最高109で， 4回の平均では31と100であっ
た。 ζの作業量は無限に地加するものでなく ，ある程度ま
では増加しでも，それ以後は増加を見ない。併し精薄児特
lζ小学生では卒業まで増加する段階にあるし，またその範
囲では従来の知能検査結果と比較的よく一致している。
すなわち I.Q.はもちろん，社会性の低いものでは作業量
V.E 
V.K 
ニコチン重量アミド
パントテン酸ca
オロトン酸
チオクタン
Ceremon錠 12錠
Gammalon錠 12錠
13 
16 
泊
60 mg 
5 mg 
30 mg 
30 mg 
100 mg 
15 mg 
も少なく，それらの高いものでは作業量も大であった。 11図 組立ネジ部品
計
86 
91 
167名
今知能発達の順序を考えて見ると次のように概括するζとができるであろう。すなわち先づ感覚器
の発育があって，次いで感覚機能の発達となり，他方運動器の発達から運動機能の発達となり，乙 ζ
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第2図
23 20 中lマ(
それの
試行錯誤の集積が経験となって知能発
で両機能の協応動作が始まり，
1∞.0 105.3 学
遥の基本をなすものであろう。協応、動
目と手の作の内最初に現われるのが，
協応であって，乙れによって近空聞に次いで遠空間への発達へとその精神発達は進んでいく。そして
乙れはやがて手先の器用さというととにも関係してくるが，
E 生
知能発達の基盤である実用的知識の発達
を押し進めて行き，理論的知能の発達の基礎ともなる。
精薄児では精神発達を先づ乙の段階で検査する必要があるとの考えから敢えて「ネジ組立作業Jを
作業に対する持続性などの属性を取り上げた次第である。乙の作業は白と手の協応、，精神の集中性，
持つものである。
その結果は金服用児群と金非服用児群との聞に若干の差
を認めた(図3)。すなわち非服用児群の平均では10カ=--戸d車イE
月聞に全く変化を見なかったのである。
次lζ服用業物別について見ると，何れの服用群も第I
学期lζ比し第班学期では作業量の増加を示した(表4)。
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ると表5のどとく，概して先天的のも
のでは作業量の向上を認め，後天的のものではそのようなζとがない。先天的のもののうち胎内性，
1∞.0 35 (B) 精簿児をその発生原因別iζ分けて見
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第4図 作業量の変化 (3)
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115図 作業量の変化 (4)
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第5表 作業量の変化 (3)
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遺伝性のものでは著しい向上を認めている。併しながら Down症
ではそのような ζ とがなかった。
次に I.Q.別iζ大別してみると表 6のごとく， 重症群程服用群iζ
増加が著しく， 当然のととながら非服用群では最もその変化が少な
書官6表 I.Q.別薬物服用， ~同E用別作業量
ほ|作業量の変化1 1 増加比率 (1を1∞として)111 
(非10) 56.0 53.0 61. 5 100.0 94.6 109.8 
A s& 57.7 61. 0 66.0 1∞.0 105.7 114.4 (3 ) 
(非19) 43.2 38.9 46.3 100.0 90.0 107.2 
B 
(H日E) 31. 0 31. 9 39.8 1ω.0 102.9 128.4 
(非13) 17.8 16.8 18.5 1ω.0 94.4 103.9 
C 
(服13) 13.7 14.8 19.5 1ω.0 108.0 142.3 
い。乙れをさらに服用薬剤別についてみると，表7のごとくであるが， Oll数が少なくなりすぎて正当
lζ比較判断するのが困難であるが，何れも対照群に比べて作業量の増加度が者:しい。
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第7図 作業量の変化 (6)
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2ft7表I.Q.別服用薬剤別作業量の変化
芯予言毛とI 1_1 匝
Vitarnine 2 82.0 86.5 94.0 
A 脳水解物
T-アミノ滋酸 一
非 sIl 用 10 56.0 53.0 61. 5 
Vitarnine 2 31. 0 35.0 47.0 
B 脳水解物 6 31. 7 29.7 40.8 
T-アミノ齢酸 5 30.2 33.4 35.8 
非 sIl 用 19 43.2 38.9 46.3 
Vitamine 5 16.3 16.8 20.0 
C 脳水解物 7 日.3 12.1 17.2 
T-アミノ酪酸 2 17.0 19.0 25.0 
非 sIl 用 13 17.8 16.8 18.5 
2. 身体発育について 身長，体重，胸囲について10カ月間
の増加量を検したところ，表8のごとくで，原因別に分類して
みると身長増加量は各群聞に著しい差がない。後天的原因すな
‘ 第8.身長，体重，胸囲翁湘量 わちとの場合は中枢神経系の感染症の結果に
よるのであるが，他群より楠々著しい増加量
を示している。体重，胸囲についても同じく
後天的のものが最もよい増加を示している。
とれに反し Down症では体宣，胸囲の増
加置が極めて少なく，文部省統計による同年
令児の1年閣の増加量を遥かに下廻っている
乙の身体発育に及ぼす影響は著者等が行な
った動物飼育実験結果的と一致すると乙ろで
あって，内服置の問題，家庭における食生活の問題などなお!吟味を要するJ誌を践しているが，必須ア
例 5 
5.8 
4.9 
2.8 
ミノ酸でもなく，また Vitamine欠乏児童でもないものに服用させてたのであるから計測的栄養効果
が見られなかったのではないかと考える。他方在寮児童tζ脳水解物を投与した場合は体重その他の向
上が認められている。め7) とれは生活全般が規制されており，食生活も合理的に管理されているため
であろうと考える。
3. 情緒・社会性の変化について 情緒社会性は決して独立したものでなく互に関連すると ζ ろが
少なくないので，とれを適確に区別してその変化を把握することは困難である。私達はそれらを観察
するに当たって表9のごとき項目について行ない，その評価の基準を一応定めて行なった。その結果
は表10のごとくで，右列の数字は第I学j切における各若手の評価平均点であり，左列の数字は第E学期
におけるものである。乙のような方法により精薄児の性格特性の一端を明らかにしようとの試みが合
( 51 ) 
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第 9 表
7コと とー| 5 4 3 2 1 
表 f背 望一塁 笠明るいである 変化が激しい 普通 変化が乏しい 暗乏 いしい
話し掛け 言葉数・話しずき よく話す 話し言梢葉が々多い 普通
癒し言警が
ない 話さない
臆 病 さ 大飽-m病 非常iζ 梢々大胆 普通 梢々縫病 非常iζ緑病大胆
量喪 謀 さ 思慮深いー無謀 非思常慮に深い 税々思慮深い 普通 時身無謀 大変無謀
協 調 性 友人と遊ぶ いつも禁と大体遊べる仲良く る 普通 時々遊べる
全遊く友な達と
~1，n、
従順・素直さ 非常に 消々 普通 時ζ と々聞がきわける 全けく聞なきわ出来る がい
落 付 き 非常1: 梢々 普通 梢々ガサ 非常1:ガサ付いている ガサしている
他への関心 目ざといー無関心周非囲常の変化ざに やや目1 :目といざとい 普通 時今関心を示す出会ぷ関心を
元気・活動性 非常あに活発 雨相 吋んでる 普通
梢々元気がない 会く元気がなし、
根 気 非常に 梢々根気がある普還 梢々根気がない全く根気がすよし、
消極的
時し々シヨンボリ いつも1人シヨ
ている ンボもリ
孤立 一 いつ た自巳仲を主積極的 日ズ寺身仲間からハ張する め 閥
レテいる に入れない
乱 暴 おとなしいー乱暴 非お常とになしい 干潟 々 普通 時々 非常に乱暴
競争心良悪いい面 全非常くない1 :激しい梢々 普通 時々
非全常くに殺しい
ない
目立たないー
いついな存いも在存目立在をでち心配で自が 々目立つ 易 ある
目 立 てコ はなせない全く目立な 時々目立つ 普通 時梢今回をハナスい ハナfこい 乙とが出来る セ であ
る
表10情緒，社会 性 の変化
分
類| 先天
l 遺伝性 |胎内性 |不 明1 Down症 天 的
話し掛け 3.0 3.0 2.1 2.2 3.3 3.3 1.2 1.2 2.4 2.4 
表 情 2.3 2.3 2.4 2.4 3.5 3.5 1.6 1自7 2.6 2.8 
隠 病 2.0 2.0 2.8 2.6 4.0 4.0 2.4 2.4 2.2 2.8 
無 Z築 3.0 3.3 2.9 2.6 2.0 2.0 2.4 2.4 2.8 2.8 
協 調 1.7 1.7 3.0 3.3 3.0 3.0 3.8 4.0 2.2 2.8 
3長 直 さ 2. 7 2. 7 2.8 2.8 3.5 3.5 2.8 3.0 3.2 3.4 
百喜 付 き 3.0 3.7 3.1 2.9 1.5 1.5 3.2 3.4 2.6 2.6 
周囲への関心 2.3 2.3 2.9 2.9。5.0 5.0 3.2 3.2 3.2 3.2 
7G 気 3.3 3.7 3.0 〆 3.2 5.0 5.0 2.8 3.2 3.0 3.2 
線 気 2.3 3.0 2.3 2.5 2.5 . 2.5 2.4 2.4 3.0 3.0 
消極的 2.0 2.3 2.2 2.5 3.0 3.0 2.2 2.4 2.2 2.4 
主E立緩極的 2.3 2.3 2.5 2.5 2.0 2.0 1.4 2.2 2.8 2.8 
乱 暴 3.3 3.3 3.4 3.1 1.5 1.5 2.6 3.0 3.8 3.8 
競 争 J心、 4.0 4.0 4.0 3.9 2.5 2.5 3.8 3.8 3.6 3.8 
目立つ行動 2.3 2.3 2. 7 2.7 2.0 2.0 2.8 3.0 3.4 3.0 
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まれている。 さて第l学j切における評価結果を原因別に精薄児を分類してみると「話し掛け」すなわ
ち学校生活における言葉数は Down症群で最も少ない。 I表情の変化また感情表出の多少」 につい
てみても Down症群が最も乏しい。 「臆病さ」すなわち階段の上り下りあるいはパスの乗り下り，
物の持ち運びなどの行動では原因不明の先天群が案外大胆であるととを示している。 I無謀さ」すな
わち前後のわきまえもなしに行動するというような乙とは， いづれの群も同様である。 I協調Jの性
絡をわれわれは友達との遊びあるいは作業の拐において観察したのであるが，それは Down症群I.iζ
比較的よし遺伝性lζ基くと思われるものでは短めて惑い傾向を示した。 「素直さJ.従順さ，聞き
わけがあるかないかについて見ると，各群聞に差がない。 I務付きJがあるかどうか，学習時ガサッ
クかどうかについてみると，先天的原因不明群が著しくガサついている。 I周囲の物どとに対する関
心jあるいは注意力などについてみると，先天的原因不明群が極端に関心を示している。また乙の群
は「元気・活動性」においても著しく元気である。 f根気Jについては各群聞に差なく. I孤立」す
る性質，集団iζ入らないというような性絡は，それが積極的なものにしろ消極的のものにしろ各群聞
に著しい差がない。乙れに反し「乱暴性」は先天的不明鮮で最も著しく，また乙の耳平は「競争心」が
最も弱く. I目立つ行動」すなわちキマ リを破るような行動も著しい。
以上を統括すると，各群聞に著しい差のなかった「無謀さJI素直さJli綬気なさJI孤立性Jと
いうのは，精薄児の一般的特性と見るととができるであろう。 乙のような性絡の他に Down症では
他群lζ比し，さらに言葉数が少なし表情に乏しいというような特性を加味し，先天的原因不明群で
は一般に話し好きで表情に富んでいて，オドオドしないが協調性に乏しくガサガサしているといった
ような性質を加味している。そ して他の訴は概ねこの両者の中聞にあるとする乙とができる。
もちろん情緒や社会性の表出は，生活環境に左
右されると乙ろが大きく，精薄児においては特・に
その傾向が強いものであるから，各群毎の特性に
ついてはさらに種々の環境下についても検討する
必要があろうと考える。
さてとれらの児童に10カ月間前記薬物を与えた
結果，遺伝性の群では5項目が，胎内性のものも
5項目. Down症では9項目，後天的のもので
は7項目に，とに角よい方向への得点増加があり
他方胎内性群では5項目，後天的群では1項目に
ついて好ましくない方向への得点変化があった。
先天的不明群では全く変化を認め得なかった。
結
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論
精薄児童に応用されている各種薬物の効果については各研究者によりその判定が区々である。それ
(日 )
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には判定基準の問題，服用薬剤量， 服用期間など種々の問題を含んでいるので当然であるかも知れな
いが，私達は一般使用量を10カ月間服用させ，その効果判定をできるだけ客観的になし得るように，
作業量，身体発育状態，情緒 ・社会性などの変化に集約して観察吟味した。
その結果は Vitamine綜合剤，脳水解物，チアミノ酪酸内服群では，作業量の増加，情緒・社会
性のよい方向への変化を示すものが多く， また非服用者との対比では， 精神発達遅延の著しいものに
おいて，より著しい差を認めた。 乙の乙 とは表3にもみられるごとく，一般に教育効果なり，成熟状
態を実験開始時の低い状態を基準にして比較すると最も効果的な発達を示すものであるが，その|祭に
上記薬剤を投与すれば，その発達は一層助長されるζ とを示している。以上のごとく，精海児につい
て医学的，教育的κ十分な吟味を行ない，その診断結果iζ基いて薬物を使用するならば，ある程度の
効果を期待し得るものであるとの結論が可能のようである。
本論文の要旨は昭和お年6月第10回近議学校保俗学会及び第79回日本小児科学会大阪地方会において発表した。
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Summary 
Twenty-six of 167 oligophrenic children ranging in age from 7 to 15 years， who were 
educated in a training school， were selected to observe the medicational effects on 
their abilities of the assembly work， emotional change and physical growth. They 
were divided into 3 groups: the restless children(12 cases)， the dull children (7 cases) 
and the children with rough skin(7 cases)， who were diagnosed by the pediatrician and 
the training school teacher. Cerebrolysin was administrated to the first group，'Y-amino 
butyric acid to the second and multiple vitamins to the third for ten months. 
The resuJts were compared with the oligophrenic children without treatment. 
1. Remarkable improvement in the abilities of the assembly work was noted in the 
majority of the medicated children. 
2. 1n the physical growth， such as gain of their weight， girth of the chest， there 
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were no differences between the groups given medications and the control group. 
3. Pharmacotherapy produced desirable behavior and emotional changes in the 
children of congenital genetical causation， while it gave no effect on the prenatal chil-
dren with unknown回 U舘 s.
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